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朝日インテック株式会社

“我々は、医療及び産業機器の分野において、

安全と信頼を基盤とする「Only One」技術や「Number One」製品を

世界に発信し続けることにより、全てのお客様の「夢」を実現するとともに、

広く社会に貢献することを目指します。”

―朝日インテック株式会社：　企業理念―

　治療系の治療機器の分野では日本企業の存在はあまり目立たず、欧米の外資系企業が強い競争

力を有している。その状況の中で、数多くの優れた製品を業界内に送り込み、循環器内科の領域

ではその製品や企業名を知らないドクターがいないほど世界的に有名な日本企業がある。その企

業は、朝日インテック株式会社（以下、朝日インテック）である。外資系のグローバル企業の幹

部でさえ、「その開発力、開発スピードと品質は群を抜くものがある」と驚嘆している。

　朝日インテックの原点は、工業用の極細ステンレスロープを開発・製造していた大阪府堺市の

町工場から出発している。その後、「創業以来の我々の遺伝子（ASAHI-DNA）である『スピード』

と『対応力』」（代表取締役社長の宮田昌彦氏）で、数多くの優れた製品を輩出し、2005年には東

」）年2102（賞大ンョシーベノイCETDEM「、てし対に績実のそ、にらさ。たした果を場上に部二証 ［1］、

「ものづくり日本大賞、特別賞（2012年）」など、相次いで著名な賞を受けている。　

　本ケースでは、医療機器産業に異業種から参入してきた朝日インテックが、どのようにして競

争優位性を構築してきたのかを記述している。そして、主力工場があるタイにおける洪水（2011

年秋）ならびに最低賃金の引き上げ（2011年）といった試練、ならびに中長期的な課題に対し、

どのように対処すべきかを考察する。
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［1］ MEDTECイノベーション大賞は、医療機器の製造・設計において優れた成果をあげた日本企業に対して送られる賞。

本ケースは武田慶一（MDP 第 46期生）と慶應義塾大学大学院経営管理研究科教授 中村　洋が公表資料から作成し
た。経営管理に関する巧拙を記述したものではない。

本ケースは慶應義塾大学ビジネス・スクールが出版するものであり、複製等についての問い合わせ先は慶應
義塾大学ビジネス・スクール ( 〒 223-8526 神奈川県横浜市港北区日吉 4 丁目 1 番 1 号、電話 045-564-2444、
e-mail:case@kbs.keio.ac.jp)。また、注文は http://www.kbs.keio.ac.jp/へ。慶應義塾大学ビジネス・スクールの
許可を得ずに、いかなる部分の複製、検索システムヘの取り込み、スプレッドシートでの利用、またいかなる方法 
( 電子的、機械的、写真複写、録音・録画、その他種類を問わない )による伝送も、これを禁ずる。
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